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一

轟 夏 の 夜 の 夢

赴任 してまたたくうちに一年の歳 月が過 ぎ、また大正

橋の⊥ から湧 き疏つ雲 間に残雪 をいただく、大雪連峰 を

望見す る夏の季節がめ ぐってきました。

さてこの間小生何 をしたかと問われると、H々 の学校

生活 に慣れ るのに夢中だったとしか返事の しよ うがあり

ません。実験機材 も新 しく集め、セ ッ トしなければなら

なかったわけです。 しか し幸 にして、本学 の碁礎教授御
・同の厚い御 支援 を得 て、少 しずつ機材 も集 まりは じめ、

本年に人ってからポ ッリポッ リ仕事 も開始 しましたOそ

れで、まだ自分 の研究室の現況 を語って紙面 を埋め る程

度に至っておりません。それでこれ とはなれて少々研究 に

ついて、愚考 を思いつくままに語ってみたいと思います,,

さて小生が国鉄 にいた時 に聞 いた話 に次の ようなこと

があ りました。中央線 国立 にある鉄 道技術研究所一一一こ

れは新幹線開発 のため に作 られたものです が、鉄道輸送

技術 全般の色々なことをやっている一 の研究員の ・人

で、生鮮食品の輪送 とい う目的で、鮮魚の鮮度の低下具

合 をチ ェックするという役割 を与 えられた人間がお りま

した。毎日朝 築地の魚河岸に行 って、鮮魚 を仕入れ、研

究所で包丁 をふるって切身 を作 って時間経過 を追 って、

品質のチェック(こ れは他 の人の仕事)す る仕事をやっ

ていたわけです。その内で この人の担当は、魚 を仕入れ

て、切身を作 ることにあった由、毎Fl毎 日飽 きもせず に

かなり長い間(何 年 も)、 単調 なこの仕事 のみやってい

たわけであ ります。 その成果につ いては知 るところがあ

りませんが、r.司 に仕事 がマ ンネリで、ややイー ジーで

あるとされ、仕事中止 を命 じられ、 その後 当人は研究所

から国鉄の現場 に配置挨 をされたとの こと。 この話 の中

には 、研究計画全体の展望 にあず かることも許 されず に、

片隅の部晶の ごとく働 かされ る巨大研究所(当 時職 員

2,000人)の 末端研究 員の立場 がよ く浮彫 りされている

と思 われます,,そ の 』、松平名所長以下よ く全員 ・致 し

て、世界に誇 る新幹線 を実用一5分 お きに1,000K米 以

上を運用 させ ることは世界中で真似 はで きない一 させた

研究所です ら、国鉄幹 部の命令で しばしばテーマの変更

があ り、せっか く与えられたテーマになじみ、il:事を始

めっっ ある若い研究員を憤慨 させることが時折 あるのは

事実 で した。上述の ことで も生鮮食品の鮮 度を落 さずに

輸送することは、永遠 のテーマであると考 えられるので

す が、医学研究と異 なり、工学の世 界では中間段階のプ

ラン ト実験 をや らなければならず、そのためかなりの金

を喰 うので、研究中 止をしなければならぬ ことが時 々あ

るこ とにはなります。それに して も金を出す側 は日本で

は少 々気が短 かいのではないかとい う気 が します。

エール リッヒー秦のサルバルサ ンの発見は606号 とい

う通 り、606回のテス トでよ うや く有効 な駆梅療法剤 を見

出 したとい う伝説 があります が、 この成功はひとえに 「

山 村 晃太郎

物結合せず んば作用せず」の信念 を ドグマのように振 り

かざ して、研究 を進 め させ たエール リッヒが偉いのか、

それともこの実験 を飽 きもせず、執 念深 く失敗 にもめげ

ず繰 り返 した[本 人秦が偉 かったのか、少な くともH本

の研究所では先の見 えないit事 に何 百回 も失敗 を認める

ことには我慢 がで きないで しょう。 名コレクターの許で

鈍 と根の持 屯がいて こそ仕事は成功 するのだと思 われま

す。

またここで大正橋 の 上か らの話 に戻 りますが、 ここか

らみえる医大の建物 は他 にコンケリー ト建築がないだけ

に余計 に巨大な白い建物 にみえます。旭川市民の中には

日夜 あそこで研究 が行われているのだろうと何 か神秘的

にみている人もあ ります。 さて、私 も研究生活 に入 る前

は、研究生活 とは何 か神秘的 に考 えたものです。 ともか

く、私共は自分の仕事 につ いて誇大宣伝す るのは何か嫌

味で あり、仕 事をコツコツやって、その成果に対 しては

謙虚で あることと、 いわれて育て られてきた覚 えがあ り

ます。 とはいっても他の人からみたな らそ うで もないの

かもしれませんが、 しかしこの点控 えbに するというこ

とにつ いては分子生物学 を展開 した元祖、 ワ トソ ンの自

伝的 川世談 「2重 らせん」、脳のペプチ ド、ホルモ ンの

発見の競争 レース(ギ ャマ ンとシャリー)を 書 いた 「ノ

ーベル賞の決闘」等 を読む と、この夏の暑さなど忘れて

しまう気 が します。 欧米ではk発 見をして、ノーベル賞

の栄冠 を手 にしよ うとあたかも若い企業家 が大会社 を興

こ し、産業界 を支配 せん とするの と同 じよ うな野心 と欲

望 をひっ さげて、す さまじい精 力と努力をかたむけて科

学界 に人 る若い ライオンがいる訳です。一読 してその積

極性 には目をむ くのです が、成功欲の深 さにはい ささか

食当 りがする気 もします。 しか し考えてみれば科学 とい

って も、人間の営 みの一一・っであるわけだから、競争社 会

で ある欧米の社会の断面 をあらわ しているに過 ぎないの

で しようが、科学 を新 しく生み出す ことより欧米 からそ

の成 果を導入 して応用す ることで よかったのですか ら、

そこで研究 者に要求 される資質は、日本では欧米 とは違

っていたのかも知れません。研究に限 らず、企業で もある

いは商業でも何 か新機軸 を出す としたら、そのためには

人間 に精力 と野心 とを要求す ることになるのだと思いま

す。
「

この記事 をお読み になる本学 の若い人達 に望み たいこ

とは、研究者になりたい 人に要 求 される資質は、格別 に

頭の回転が早 いとか、あるいは成績 が良 いとい うことで

はな くて失 敗に くじけない粘 りと、ある種の鈍 さ、頑張

りと野心 さえあれば、 もっともこれだけ揃ったら人生何

でもチャンピオ ンになれ るで しようが。科学研究 に従事

するのに格 別な資 質があ るわけの もので もないと思い ま

す。食わず ぎらいをせずに、本学 の慕礎教室にも出入 り
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〔.て一ドさい とい うこ と を望 み ます.、終 りが少 々PRに な

って 〔.よい ま 〔.た,、これ が私 共の夢 です 。

(衛 生 学 教 授)

保健管理センターの相談業務案内

本 学 に 本 年 度 か ら保 健 箏1;理セ ン タ ー が 設 置 さ れ 、学 牛

の 保 健 管 理 に 関 す る 貰務 を セ ン ダ・・(編 利 厚 生 棟2階)

に お い て5月1日 よ り保f建 婦 が 窓1【 と な 一・,て1勾科 をlll心

に 季目,談 業種1をn月 攻台 し ま し た 、.

ま た7月 よ り 、 眼 科 、 耳 鼻 咽 喉 科 、 整 形 外 科 、 精 神 科

神 経 科 の4科 に つ い て も相 談 に 応 じ る ご と に し ま した 、

セ ン タ ー に お け るf建 康 村揺炎日1[寺筈:に つ い'ζ は 次 の よ う

に な 一,'rい ま 弓,.

《=》 セ ン ダ ー.・に お け る 業 務H寺 「副筆}:

業≡fide',…「隅'iろ 日8:30-一 ・17:(,(1

1二H擢8:;i4-.12:30

窓II担 当 員 →乳川 憲}(保 健 婦)

㊨ 健 康 相 談 「1時

　　 　 　　 ア 　 　 　 　 　 　 　 　

陪轡蝋 編 ⊥毒 轟謹i紬烈

離腿i騰灘 灘
亭蔀 望者1』一ノい 一・一izr約 制Lr枳 謎Hの 酊旧tで に セ 、4に 申[一出 る 二と

旭川医科大学保健管理センター規程

(紳 旨1

箒1条 ∴の 規 稗 は.国 立 学 校 設 置法 施 行 規[17(昭 和39年 文

部 省 令第1け おi-r,;・.ハ 、 旭 川 医科 大 学 保 健 管 理 セ ン 々一

(1」⊥「「「斗「ニ ク!〔L・ しLう.、〕(ア)糸【L継覧及Cド」璽?」㌃1下冒.,し、r、

必 要 な 事項 を定 め ぐ:・.

〔目 白勺1

第2条 セ ン 々 一.は 、 本学 に 創 ナる保 健 管 理 に関dるrr_門 的

欝 務 《・附 属 病G;r:の 駅 密 な連 携 の も とに 行 い 、 もつ τ学 生

及 ひ職 員 の 健 康 の 保 手斜 曽進 を図 る こ と5・Hh'1と す る

喋 御

第3葦 セ ンク に わ い で け 、次(ハ 各 号 に 技}け る業 務 を行).

.保 健 管 理 計 画 の"》lill吸 び 立 案

、、㌔iつU吸 び臨ILI…び)側リボ診 障h

「
,1鋼 車・診 断 の 喋臼鮒llll置「阜健 康 の1罧ll・増進;.,い'・ 「必qir,'

指 導

四 、 健 康 相 談 及 び精 神 衛 牛 ド関 団る指 導 ・助 言

lL、 学 内 環 境 衛 牛 及 ひ伝 染病 のr防 に 降回 る指 導 ・助 、.言

∴ 、保 健 管 理 に関dる 謡1吉】査 研究

し、 その 他 保 健 管 理 につ し・て必 要 な 専 門的 業 務

〔職 ㈲

第4条 セ ン タ ーに 、次 に掲 け る職 員 ξ置 ・(.

.
、 所 長L、1矢r巾

.=
、 カウ ンセ ラー 四 、 枝 術職 員

fi.、 その 他 必 要 な職 員

1所1の

第5条 戸r,長1よ、 一}・ニ ケーu業 チ芳呑・'卓:flll-a一ぐ)

りD

2所 長 は 、 本 学 の教 授 を もつ て 充 て る.、

〔運 営 委 員 会)

箒s条 セ ン9の 運 営 に関 一dる 事項 を審 議 で る た め 、旭 川

医 手斗大 学f呆f建管 理 セ ン ター 」歴営 委 員 会 けユ ト1委 員 会1と

い う、、)を 置 く,,

2.委 員 会 の 糾i織 及 び過⊆"1舌{,二関 し必 要 な事∫口は 、 別 に定 め る白

〔事 務 〕

第7条 ・1▼ン ダーの 事 務 は 、 教 務 部 学 生 課 に お い1r処 理 司る、、

附 則

こ の 規 程 は 、 昭 和59年41112[か ら施 行 す る 、

旭川医科大学保健管理センター運営委員会規程

{趣 旨)

第1条.二 の 規 程 は 、旭 川 医 科 大 学 保f6璽管 珊】セ ン ク ・規程

旧1{利59年 旭 医 大 達 第6÷D第6条 第2項 の 規 定 に基 づ』き、

旭 川 医 科 大 学 保 健 管理 セ ン タ・ 運 営 委 員 会 〔以 ド 「委 員 会1

と い う、.、)の組 織 及 び運 営 に つ い て 、 必 要 な事 ∫師 ・定 め る,.、

〔任 務)

第2条 委 員 会 は 、 旭 川 医 科 大 学 保 健 管 理 十'ン4一 の 運 営 に

関 商 る 事∫自を審 言義』ポる.

〔構 成)

第3条 委 員 会 は 、 次 の 各 り に掲 け る 委 員 を もつ て構 成 圃 る.

一・
、 所 長 一一=、医 臼巾

「 、 カ 「㌧ン七 つ ー

四 、 厚 生 補 導 委 員 会 委 員 の う ち か ら2人

五 、教 務 委 員 会委 員 の うちか ら2人

六 、附 属 病 院 運営 委 員 会委 員(診 療科 長)の う ちか ら2人

七、総 務部 長 八 、教 務 部 長

2前 項 第4場 か ら第6り ま で に掲 け る委Hは 、教 授 会 の 議

5.・糸予て 、学 長 が 委 嘱1る.

〔fJ二 期)

節,4条 前.条 第 】項 節,6琴 の 委員 の 任 期 はz年 と[.、 再任 を

妨 け な い、 た だL、 補 欠の 委hの 任 期 は 、前fisfiの 残 任 期

間 と『1る1...

〔委 員長)

第5条 委 員 会 に 委 員 及 盗・i綻き、所 長 を もっ τ充 τる,、

2委 員 長 け,委 員 会 右・招 集 し、 そ の 議 長 と な る1・.

3委 員 長 に 事故 あ る と きは 、 あ らか じめ 委 員 長 の 十旨名1た.

委Hか その 職 務 を代 行 す る,,

〔議 事)

第n条 委 員 会 は 、 委Hの:3分 の2以Lの 出 席 が な け れ ば議

事 を開 く こ と か で も な し㌦

1委 員 以 外 の 者 の 出 席)

第7条 委 員長 は 、必 要 が あ る と認 め た と きは 、姿 員 会の 承

IJ・ 得 て 、委 員以 外 の 者のll[II席呑・・求 め 、説 明 又 は意 見 る・・聴

取1る 二 と がで き る.一.

瞭 務}

第8条 委 員 会の 庶 務 は 、 教 務 部 学 生 課 に お い て処 理 す る、、

{雑 則)

第9条 二の 規程 に定 め る もの の ほ か 、委 員 会 の 運 営 に関1.

必 要 な事 項 は 、委 員 長 が 別 に定 め る..

附w」

二 の 規 程 は 、日r{和59年4月12日 か ら施 そ「す る 「「



卒 業 生 の 動 向

第77回 医師国家試験で,本 学 から97名(第6回 卒業生

95名)受 験 し、96名 が合格、(昭和59年5月17日 付 け厚生

省の発表)合 格率99.0%5全 国国公私立大学では2位 の

成績 で あ った 。

卒 業生 の 動 向 は次 の とお り。

(学生課)

氏 名

島

谷

山

田

田

青

鐙

有

飯

石

大

雄

之

司

栄

止

武

弘

浩

伊藤久美子

今井 恵子

井本 祥子

大島 寛史

大畑T一鶴子

小笠原樽宣

川

村

原

茂

井

戸

本

杉

林

藤

原

小

奥

小

笠

金

上

國

小

小

斉

榊

「
.
勝

進

弘

子

彦

之

子

二

博

次

裕

利

公

賀

敏

稚

幸

良

泰

隆

佐々木一一弘

佐藤 隆啓

佐藤 寿…

佐野千衣7・

脊尾太規子

一
滋

克

誠

人

司

一
司

範

弘

樹

明

新

浩

里

史

宏

仁

敏

健

忠

清

祐

健

健

佳

行

弘

宏

干

晃

幸

智

渕

井

川

村

部

本

本

山

山

瀬

下

出

邊

平

中

高

田

辻

水

夏

西

布

服

藤

松

丸

南

向

百

森

山

吉

渡

住 所

東 京 緬 養区 虎の 門 ～・亡a.

虎の門病院 レ渉 ノトクか ・タ・-szm

礼 幌 市中 央t<北`桑 西 夏3』「目

旭 川 市神 藁 岡6条 「・1'a
グ リー 一 引 レ底 学萩

東京郁新宿区 富久町～・b矢 野荘2i号

旭 川 市旭 神 町is

札 幌 市北 区 北u葛 西3冨r.+
ノー ス タ ウ ンハ ウ ス322尋 室

札 幌 市 中央 区 南駄 条 西18丁 口

旭 川rli5条23ガ 目 淵IDNS.⊂1・Z5

東京 鰯江 棄区亀 間 ゴ臼33.h
佐 野 白 レ;uJ%r

札幌市嶽 濃鰺 鷹 誌、号室

旭川市衿楽岡7条7ゴ 日}1閑学荘

ゆ 春光台2染4.1口

西 豊岡6条5T目 豊 桐「1一ボ

岡μ1市鹿田町i下 目63
フンヤドル314'1IC

東京都板楕区大谷口北明23-7渡媒荘
19号

旭lll市挿藁岡7条4丁 目31921

タ3粂18ゴ 目右10鴇 竹沢方

ゆ8条 通ioガ 目L'10:,`

9南9条26丁 目
リバーハイソ商橋in号

札幌市北区聯生町2丁 目115
ビアンカMS15片 竃

旭川市東光13sTt1丁目サ
ニーノ、イツ2-5

千葉市桜木町363-7
コーポ桜木1伍 片室

旭川市旭町1条2且丁 目

札幌 市東区伏古10条8丁 員18-1阿部
コーポ

旭川市4条23丁目 旭扇マンション8号

9豊 閂15条7r日 照1fM5302

東京郷三鷹市緬川6-1710富
量=ノ、イツ2〔,3

札幌市蝋区伏 占8粂31'日s-,.
小川Q一 ポ101

札幌市北区北23桑 西4丁a
北24条 ブラザハイツ611号

旭川市挿楽同4条7丁 口
緑栄ノ、イツ2071÷

札肺 喉 鷺 後酵 碧
ス91。

'南 哩1晃 季り月 ㌻16
、号

旭川市3染22丁 目
禽橘アパー ト2F2号 童

哩 融 醐 ∫具 、ズ。ク、.,.
東京郁小 平市仲町'L1番馳

青ホー1-3`105Y

旭川市神楽岡3条5,'日

室劇市斜町且一5-2大川原脳挿鰭外科病 院内

新潟県新発田市西園町3ガ 目13-21

旭川市神楽圏6条6丁 目 幸荘

蝋京郁大出区大森東4-4-14大出病院内

札幌市蟻区伏占8粂3ガ 日8-14小川
」】一一ポlo4号

京都市中京区西ノ京臓町80
1VYス クウ∫アー西の窟207

ft6nl市2sk2274
●7%i9ン2-、 。3号

● 旭神町7第2ド ・一ミトリ荘

'『 難 靱 凱
肋 側7号

連 絡 先

虎の門病院内科

北潅道大学脳神繰外科・
棒繰内科グループ

整形外科

貞京女チ医大胸部外科

第1内 科

篤2外科

北海道大学第3内科

uf咽 喉科

『井記念病院内桝

北海道大学麻酔学

職 科

第1内 科

第3内 科 く大学院,

岡山大学麻酔学(大学院}

日本大学楕挿医学〔大学院)

篤3内 科

耳鼻咽喉科

脳神経外科〔大学院)

鰻 科

北海道大学小児科

放射線医学
千葉大学脳紳縫研究施3費神経内科

小 児 科

動医協札幌中央痢院

整形外科

第1内科

杏林大学皮膚科

勤医w札 幌中央病院

北海道大学桐神咲学

第1内 科(大学陵}

北海道大学第2外 科

第2外 科

第1病 理学(大学院)

在口米梅軍医療センター

国立武蔵療餐所精林科

第3内 科

大川原脳神経外科病院

新潟大掌第2内 科

第1内 科(大 掌院)

大田病院

勤医脇札幌中央病院

京郁大学第3解 剖学

第2外 科

楠紳医学(大 掌院)

第2外 科

難
騰

轍
欝
撚　糊　
撫　醐　謝酬

敷
撫㈱
撫聯

ぎ
繍

　　　　蠣
　　…　　　　

驚　　　
灘　　　　　　　ザ

雛
膨

蜂

鶏
弘
格

黙

響
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謬
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獲
矧

麗
薫
淳

蹴

瀟
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謹

麗
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繍

欝

灘
達

㌦

讐

謹
薫

療

不

木

r

美

由

加谷喜

駆

嫌

縦

鷺

麟

驚

謬
…

潴
柿
輔

鶴
鱒

㌫

簾

潔

磁

篇

拙
原

瓢

脚

諜
細
舩

纏

纏

鷲
蛸
甚

※ 勤務先病院名、大学名のない ものは本学 である。
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邸寡忘監を職苛僧湖砺7ギ蕩ざ職ポ乃孔ポ乳ぎ乳Lポ7,謝7ガ乳y熔」㌔、

準 備 が 川 遅 れ 開 催 が 危 ぶ ま れ た 第mlμi医 大 祭 も実 行 委

[fの 頑 張 り と 連 日の 好 だに 恵 ま れ 、lm年 目 の 脱 皮!や

る そ 々/カ ・ 限 り 有 き 成 長 をll指 〔.ぐ 一1を 一・ マ に

6fl14日i4.w)仮 装'}1:,Yが し ・前 夜 祭 で 幕 を 開 け た 、 ・般

公 「用ilの6月16}i口1・1711〔IDに1よ 日央1由1会、 キ タ キ ッ 審`溝

演 会 、 バ 見 乳 ン1な と の 体 育館 企 【由Lは りほ て コ ン

ツ ∫レ《穿 影軍ちなf崔Lカ ご汐,り 、糸く」5。01}0名cり ・舟安1Ciltih'高方It、

医 学 展 ・模 擬 店 等 も 振1,い を 見 せ た ま た 、3年 振 り に

後 夜 祭 もflわ れ 盛 況 の う ち1'幕 を閉 した り

ii(r
.a*)

第10回 医大祭 を終 えて
第10Lq医k祭 実 行 委 員 会

　lilい のLr)なf禺 然 の沼hか ら 興1二学
,弘こ と にな ・

た 私達 であ る、、け れ と も語 り合)「 ≧酵力ぐ圧い ♂)琴線 に9FRH'

4合)、 ぞん な感 動 を持 った.二とは な い か,そ れは ・つ

の 空間 を 其有4る 私達 の 特権 では な い だ ろ うか 騒 然 と

Lたii常 弓認舌び川芋隅1び)叫1から 「人こ'学r祭Iv「川rl'7を 切 りli}85

L、 埋 もれ か か 、た その 特権 を掘 り起 こ し、陪 り/altいを

ft[rと して養ム」圭ぴ)不r'Yl+1>2をnk航 さヤ老よ)て=は

ない か∵'1第ll「11医 大祭 実行 委ci会 ア ヒILI
``大'噛孟とは

,手ムj望'噛諸ノ髭にと,ζ は 養ムi.白 身 の生 きliを

み り け その ド1分の 生 き方 を実F見 で きる だ けの 卑門 白勺な能

力 を身 に',け る 二と がC・へる と ころ ひあ る,あ らゆ る学

生 活動 は すへ て㌦二u)こ と をx本 と して い る,,… … 人こr7:...

の幼 児化 とい うこと が 「#,れ てい る、,社会 全体 がた だ 直

接 役 疏つ もの の み を求 め て1と う生 きるべ きか 」 とい っ

た根 本的 な こ とが ら を それ が直 接 役 に 疏た な い とい うこ

とで軽 視 し(い る… …"(第6回 医 大祭総 括 よ り)

今回 の 大学 祭 の 出発 点 は この あた りに あ・った.例 年 な

ら前年 末 に も動 きの始 ま る実 行 委員 会 が新学 期 が始 まっ

て も組 織 されて い な い とい)異 常 事態 。 「こ ん な こ とな

らい ・,そk'r=祭 な ん かや め てLま え」 そ)い う声 ≠あ る

中 、 それ で は いけ な い と学 生 会 執b委 員奴 を『戸1委 員長

1.`(("、 木来 の7続 きt,.経て ケラ ス、 ケ π'フか'峨r主 が

選 は れ よ うや く実 行 委 員 会が組 織 され た。

毎 年 新 しい企画 を加 え、華 や か さ を増L、 ・ 　 .化

を それ ほ と感 じ させ ず に きた医 大 祭 、 しか し 努回 ば 、し.1t

に足 ノ亡をす くわれ た恰 好 とな ・)た、,実行 委 員 自ル ゐ・W.g

5終 え て 「や っ/よ か った。 米年 も また や りたい ∵ 、

思 えな か った の は な ぜな の か、、何 か 大切 な もの 層:1∫

い たv)で は ない カ＼,そ ん な こ と を考 え させ らわ て気,

何 の ため に 大学 祭 をそDの か,、大学祭 とは 何 ・う怜 ∴,

学 生 生 活 とは 何 なの か7ひ い ては 人 生 とは … … ワ

「ま つ り1で あ る以Lみ ん なが 明 る く楽 しめ るr)「 ぐ

な くて は な らな い、,しか し少 な く と も大学 とい う1.",な

教育 機 関 にお い て、 あ れ ば どの時 間 と労 力 と費用 を かけ

て 行 う行 事 が 、 「や りた い 者だ け が勝 手 に好 きな こ と を

や ・ぐいれ は い い。1で は済 ま ない だ ろ 飢,・ 人 でも 多 く

の学 生 が参 加 し、 か つ 一 人一.一人が 白覚 と 目的意 識 と を持

ち、 よた 社 会の 中 で の 自分 と い う者 も見 つ め 直す 必 要が

あ るた ろ う、,さ らに進 んで 、 自 分の ぞ働 ひ とつ 〔;とつ の、

人生 とい うJ,ケ ー ルの 中で の 意義 付 けが 明確 に さJ/て い

れば 、 この 大学 祭 とい う実 に 多様 な 側 面 を持.フ行 長拝に と

こ か6積 極 的 に と り組 め るは ず で あ る。 日頃 はば らは ら

の個 々の 力 を与 え られ た共 通 の舞 台 の ⊥ で発 揮3る 時 、

全体 と しzk'"一:祭 と い う壮 大 な交 響 曲 か 奏 ζトられ るS

tあ る,そ してそ の時 、個 々の感 情 の 中 に"互 い の 琴緯

に響 き合)"何 か が生 まれ 、 それ は 人 生 の何 た るか をも

かす か に暗%7し て くれ るか も しれ ない の で あ る。

長 くな った が1'J,Lの よ うな こ と を改 め て反 省 し、動 き

始 め た 第lo回 医 大祭,、未 経 験 者 の 多い寄 せ 集 め 的実 行委

員会 、 明 らか な ス ター トの出遅 れ 、 一時 は ど うな るか と

も思 わ れた が 、 実行 委ttを 含 む 多 くの学 生 の が ん ば り、

また教 職 員の み な さん の 多大 の 協 力 に よ り、 よい結 果 を

得 る こ とが で きた よ うに思 う。 突如 出現 した 巨 大 な 自動

販売 器 、 玄 関前 に 、アち並 ん だ 「は りば て」、歓 迎 の ゲー ト、

それ らが今 回 の学 祭 を象徴 してい た よ うだ 、,医学 展 も数

を増 し、 ク ラブ単位 の 参加 も模 擬 店 か ら一 歩進 ん だ もの

もみ ら れた,、運 動 会 ・スホ ー一ノ大 会 では み ん な が楽 しん

だ。 講 演 会 も小 規模 でtあ った が内 容 は極 め て 充実1、c

い た、.も ちろ ん コ ン→'一 ト中 止 、 その 他 問題 点 は 山 積 さ

れ てい る.Lか しAhlの 丁 一 マ110年llの 脱 皮!や る ぞ

カンカノ 限 りなき乃文長 を目f旨して一 」に込 め られ た 思 い

の前'卜剖;は達 成 され た よ うだ が 、後 半部``成 長"は これ

か らの 問題 で あ る、、何 を して い るの か 自 らの 足 元 を じ一♪

くり と見据 えた ヒで活 動 を行 ってい け ば 、必 ず 多 くの 問

題 点 も改 善 され て い くは ず で あ る、

す でに胎 動 を始 めた 第11回 医 大祭 に期 待 す る。



第 31 回

北海道地区大学体育大会

第311111北 海道 地 区 大学体 育 大会 は 、北 海道 大学 がbl1番

校 と な り7月7Hか ら9Hま で(7)3[1隅L全 道43単 位/:

学 か ら4,600余 名 が参 加 し各会 場 で熱戦 を繰 り広 げた 、,

本学 か らは13種 目 に151名 が参 加 、→ナッカーが惜 し く も

3位 、陸 上 競 技5位(5年 三 宅100m1位 ・走 幅 跳2位 、

3年 野津400m2位)、 バ レーホ ー ル がベ ス ト8進 拐 と各

種 目 に 諄戦 健 闘 した が 、総 合 成績 は、 例 年 にtLべ て ふ る

わず 男 子24位 、 女 ヂ18位 であ った。

(学 生 課)

バ レ;r一 ル 道都大 専修短
urk:・m'

e+大

室 工 大
準 々決勝 敗退

サ ソ カ ー
北 大
旭教 大

旭医大
旭川大

3位

バ ド ミ

ン ト ン

男 北学園 札学院 道1.大 1回 戦 敗 退

女 道 女知 札教 大 栄 養短 〃

剣 道
男 北k 東海 大

多川教 大
道 薬大

」㌦選 リ ・ク2位

女 道 女短 苫駒短 札教 大
旭教大

Il"1戦 敗 退

弓 道

(女'f・は.オーブン)

男 札学院 帯畜大 北 勾!.学 lolウ

女 樽 商大 北星学 室 上大 8仙.

総 合

男 北 大 道都 大 北=i#i
'LA付:

女 道 女知 札教 大 北 星学 18位

第27回 東日本医科学生総合体育大会(夏 季)

弓道部門、旭川で見事 初優勝!ノ

第31回北海道地区大学体育大会成績一覧

順位
種 目

優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

陸L競 技

男 函教大 旭教 大 札掌院 5位

女 道 女短 函教大 札教 大 12位

準硬式野球 釧教大 駒沢 大 函教大
札学院

21ll1戦 敗 退

軟 式庭球 北k 室工 大
道工大
酪学園

2回 戦 敗 退

バ ス ケ ッ

ト ホ ー ル
道都大 北学園 北」二大

酪学園
Ill可戦 敗 退

第27回 東 口 本 医 科 学 生 総 合 体 育 大 会(駐 季)は 、 聖 マ

リ ア ン ナ 医 科 大 学 が 一ド管 校 と な り7月21「 】-8月10日 ま

O行 わ れ た.な お 、 弓 道 部 門 に お し、て は 旭 川iに 移 管

さ オ17月241」 一.7月27u(ノ}4日 爬冠、1【NIII市 く「1辛惹合1本fゴ 食1{

;'お い て 行 わ れ た,

本 掌 か ら は19種 目37`L$',が 参hill.で お り,弓 道r』 は 東
　ケ げ っゆ

、1ヒ大蒙:とクく中 の 木、 見事審刀イ璽咽券を飴1、た 、 そ して ・・項メ1

トホ・一ル 女fで も敗 者 復1占戦 」 り勝 ち進 み初 優勝 を1」A

r,と った.陸 ヒ競 技 で は 、昨 年 に ひ 飯績 き総 合優 勝 で

連覇 を な し とけた,、

また.個 人戦 では 卓球 〔W)で4歪1汰 沢 ・高橋 組 が ご～`綿

7h、 弓道 女rで3年 笠 井 さム が隆 勝 、 『肌 ノで(i年 村1.

君が準 優 勝 と全種 目 に善・戦 健 協鵠、総 含成 績 は35た1;矧15

位 と好 成 績"C'あ った 、

(学 生 課}

6
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第27回 東 日本医科学生総合大育大会(夏 季)成績一一覧

順位種 優 勝 準優勝 3位 旭 医 大

陸F:競 技 旭 川 新 潟 筑 波 優 勝

準硬式野球 自 治 筑 波 福 島 4位

硬式庭球
男 自 治 千 葉 順 天 3回 戦 敗 退

女 女医B 順 大 福 島 3回 戦 敗 退

軟式庭球 群 馬 弘 前 東 北 予選リーグ敗退

卓 球
男 干 葉 福 島 自 治 準々決勝敗退

女 福 島 干 葉 女医A 予選リーグ敗退

バ レ… ボ ー・ル 筑 波 自 治 東 北 準々決勝敗退

バ ドミン トン

男 自 治 東 北 新 潟医
歯 準 々決勝敗退

女 札 医 慈 恵 横 市 準々決勝敗退

サ ッ カ ー 東 北 山 梨 昭 和 3回 戦 敗 退

バ ス ケ ッ

トボ ・一ル

男 自 治 弘 前 慶 慮 3回 戦 敗 退

女 旭 川 口 大 順 天 優 勝

柔 道 聖 マ 札 医
新 潟
山 梨 予選 リーグ敗退

剣 道 堵 手 慈 恵 札 医
旭 川 3位

弓 道 旭 川 東 北 福 島 優 勝

空 手 道 日 大 東 医 札 医 2回 戦 敗 退

水 泳 東 北 目 大 福 島

ゴ ル フ 北 里 旭 川 順 天 準 優 勝

総 合 自 治 東 北 福 島 5位

研:究 室:1紹 ヨ介

■ 心 理 学 ■ 土肥 聡明

心埋学研究室 は、昭和48年 、本学の設置 と同峙に開設

された。発足当初は、道 、k精神衛 生セ ンター指導副部長

であった岩渕次郎現教授 が、k設 立の ための大最の困

難 な仕事 による多忙 さと、教育器材不足の中で、1人 で

今 日の研究室の基礎作 り、実験 心理学実習の態勢作 りに

あたった。 日常生活での雑談、あ るいは酒の席 などで、

当時の苦労が詰題 にな ることが、たまにある。研究室の

態勢 が整 ってから加わった者 にとっては、「今は昔」の物

語で、想像 することしかできないが、大変な苦労 をなさ

れたよ うである。 その後、実習室 、各種の実験実習器材

も次第 に整備 され、スタ ッフ数 も増 えて、教務職 員1名 、

助 手1名 、計3名 の研究室 となったが、研究室 としては

極 めて小規模 である。

研究活動は、研究室全体 として、臨床心理学的基調が

濃 い。特に、岩渕 教授 は児童相談所、精神衛生 センター

における豊 かな臨床経験 を背景に、幼児、児童、思春期

前後の少年少女の社会適 応、精神衛生全般 にわたる諸問

題 に深い関心 と、強い研究意欲 を燃や してお られる。 そ

して、特に治療的人間関係の成立過程の基礎研究、対 人

認知過程 の研究、 さらに各種心理検査の臨床的適 用に関

しての研究等 が続け られてきた。 また、今年5月 より着

任 されたばかりの井手正吾教務職 員は、 ロール シャッハ

テス トに関 しては、日本の大御所 である片口安史先生 の

もとで、高度 な専 門指導 を受け、臨床経験 を重ねてお り、

当研究室 に新風 をふ き込む ものと期待 されている。以上

の臨床心理的研究 に加 え、筆者 により、社会心理学の立

場 から、相i依 存 的な社会場 面におけ る協 力、競争、個

人主義、あるいは利他主義 とよばれるような、社会的行

動 に関する研究、 さらに、社会場面で観察 される行動現

象の原因 をどのよ うに認知 し、意味づけ るかを明 らかに

しようとす る帰属過程 に関する研究が行われている。

以上の研究活動 の他 に、精神神軽科、その他の科よ り

患者の心理判定の依頼 も寄せ られてい る。 また、岩渕教

授は、旭川の 「いのちの電 話」の スタッフと して、相談

員の指導 にもあた られてい る。

研究室 その ものが小 さいことから、研究室単位 で何 か

をすることはないが、一般教育の他の研究室 との交流は さ

かんである。岩渕教授 をは じめとして、囲碁の好 きな先

生方が多 く、昼休み ともな ると、石の音 がひび くことが

多い。 また夜 ともなると、(た まには明 るい うちから?)

芳わ しい香がただよ うこともある心理学研究室 であ り、

精神衛生上の実習 が常に行われてい るといえるか も知 れ

ない。

(心理学 助 手)
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課 外 活 動 短 信

瞳上競技部

%～%北 海道学生選手櫓(兼 神 戸ユ ニバー シアー ド

選手選考会)(於 札幌円山陸上競技場)

400mH(3年)野 津57"653位

ヤ リ投(3年)横 田48M516位

医療 研究会

%～%フ ィール ドワー ク(紋 別市沼の上地区)

ギター部

%定 期演奏会(於 旭川 市民文化会館小ホール)

映面研究会

ビデオ上映会

%「 風の谷のナウ シカJ

%「 アィコ十六才」

駕

庭の樹木 たち

旭川では5月 下旬 からのほぼ1カ 月が樹木の開花の最

盛期 で、家の庭で もこの期間は レ ンギ ョウ、ユ キヤナギ、

ヤマブキ、ツツジ、ボ タン、コデマ リ、ユ スラウメ、ラ

イ ラック、 シャクナゲな どが色 とりど りの花 を咲 かせる

が、8月 ともなると樹木 た ちの花期はほとん ど終 って し

まい、わず かにロウバイ、ハナ ゾノツクバ ネウツギ、ア

ジサイ、 ムクゲなどの花が庭の ご く一部 を飾 るにす ぎな

い。夏季の庭 は花 が少 なく寂 しいが、樹木 たちが1年 の

うちで最 も旺盛に光合成 を営む この季節 は緑が大変美 し

い。緑 といっても樹種 によってそれぞれに独特 の色合い

がある。黄緑 に輝 いてい るのはイ トヒバ、シノプ ヒバ、

クジャクヒバ などで ある。同 じヒノキの仲間で もミヤマ

ビャクシンは自緑で ある。明るい緑色はカツラ、 コブシ、

シラカバ などで、深緑 はイチイで ある。緑 の色調の中で

ひ ときわ目立つのはヒムロやプ ンゲ ンス トーヒなどの針

葉樹 で、 その淡い青緑色 は清流 の水の色 を思 わせ る。同

一種 の木で も光線 の加減や枝のコ なり具合いで葉の色調

は変化す る。葉の形態 は樹租 によって様 々であるから、

いろいろの樹木 たちの葉の あつ まりは複雑 な模様 を描 く。

緑の交響楽である。地球上で木々の緑 に匹敵す る程美 し

いものは他 に類がないよ うに私 には思 える。人は緑の環

境 に身 をおくと心身が疲 れから解放 され、全身に充実感

がみなぎるの を覚 える。緑色光線 は網膜や中枢神経 に対

し痕労か ら回復 させ る作用 を有す るよ うである。樹木 か

ら発散 される香 りもまた人 に活 力を与 えるといわれ る。

最近森林浴 とい う言葉が しば しば用いられる。植物が有

す る芳香 はフィ トンチ ッ ドと呼 ばれ るが、 これは植物 の

葉 などか ら出 されるテルペ ンという物 質を含む。 テルペ

ンは中枢神経系や循環器系に対 しいろいろの生理作用 を、 ノ

有す るよ うで ある。放出 されるテルペ ンのfは 気温 と関

係 が深 く、夜間 よりも日中にまた冬 よりも夏 に多い。

学習百科図鑑(小 学館)に よれば、植物の歴史 は古 く、

その租先は今 から30億年以上も前に地球 ヒに姿 を現 わ し

たが、陸上植物の出現 は約4億 年前 といわれ る。最初の

陸生脊椎動物 と考 えられるイクチオステガという両生類

の租先は3億5千 万年前 に存在 したと推定 されている。

地球 をおお う空気が植物 からは き出 される酸素 を含むよ

うになっては じめて陸生動物のための環境 がで き上った

と考 えられる。 人が植物 を大切 に思 う心は、このよ うな

動物 と植物 の根元 における関係 に端 を発するの かも知 れ

ない。私 もおそ らくそのよ うな理 由で本能的 に植物が好

きなので あろ う。私が現在の家 に住 むようになった とき、

外か ら家が見 えなくなる位 に周囲を樹木で包囲す る計画

を立 てた。その 日から私 は日旺庭 師 となった。園芸市で

小 さな苗木 を買ってきては1本1本 自分で植 えた。 これ

らの樹木 たちは自分の子供の よ うなものだ。遠方 に旅行

す るときは、 その土地の植木屋の所在や園芸市 の開催の

有無 を調べ、運搬可能の大 きさの木 を求 めるのが習慣 と

なった。庭の樹木 たちの うちヒxウ ガ ミズキ とオウゴン

シノブヒバは それぞれ大阪 と盛岡の園芸市で手に入れた

ものである。暖地 で購入 した樹木は冬期間の管理が大変

であるが、越冬 に成功 したときの喜びは大 きい。これら

の木は幸 いにも活着 し、旭川の厳 しい気候 に馴化 しつつ

ある。庭 の樹木た ちはみん なまだ若 くて小 さい。 しか し

あと数年もす れば現在の2倍 以上 に成長 し、 その頃 には

家の周囲をおおい囲む理想の形にかなり近づ くであろ う。

樹木た ちが2階 の窓位 の高 さまでになったら、家 中の窓

を全開 して居 ながらに して森林浴 を楽 しみたい。 これが

私の夢である。

(解剖学第二講座 教授)
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